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発生過程におけるアポトーシスの新しい制

御機構：クロマチンリモデリングによるp53の

エピジェネティックコントロール

p53活性化の古典的なモデルは、p53安定化の段階とそれにひき続くDNA結合、標的遺伝子の転写活性化を
誘導する複雑な制御ネットワークから構成されている。これらの段階はすべてp53の翻訳後修飾によって制御
されていると信じられてきた。しかしながら最近の研究では、p53による転写制御はクロマチンレベルでも調節
されていることが明らかになってきている。今回われわれは、発生初期にはp53が恒常的に抑制されており、
それがクロマチンリモデリング因子CHD8を介したヒストンH1のリクルートによるものであることを明らかにした。
これは今までわかっていなかった新しいp53機能の調節機構である。
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